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Whatʼs new on ORCID-JP? 

Whatʼs ORCID?

ORCID infographicがリリースされています。

http://bit.ly/36zsAPh

http://bit.ly/36zsAPh
http://bit.ly/36zsAPh


Whatʼs new on ORCID-JP? 
東北⼤学名誉教授の原⼭優⼦先⽣が、 2020年か
らのORCID本部の理事に就任なさいました。



Whatʼs new on ORCID-JP? 

•⽇本コンソーシアムが2020年1
⽉に発⾜します。
•1〜3⽉まで2020年前期⼊会機関
を募集（申込締切3⽉15⽇）。
•4⽉から本格的に始動します。



内容

1. ORCIDを巡る現状

2. ORCID⽇本コンソーシアムについて



ORCIDをめぐる
現状



ORCIDの今
• 全世界で750万⼈を超える登録

ü研究者のPIDとしてデファクト
• 国内で8万⼈を超える登録

üただし、個⼈会員で登録されただけ
ü機関が信⽤を与える必要あり
ü参考：⼤学教員数18.5万⼈（H29）

• THE-WURトップ50機関の機関会員率84％
（42機関）
ü研究⼤学中⼼

• 国内の機関会員は20機関（⾮営利13機関）
ü京都⼤、東⼯⼤、筑波⼤、横浜国⽴⼤、富⼭⼤、

総研⼤、新潟⼤、慶応義塾⼤、KEK、NII、NINS、
NIMS、JST



研究者

デジタル識別⼦を中⼼とした研究情報エコシステム
ORCIDを含めデジタル識別⼦エコシステム上でのプレゼンス向上が、研究者と機関双⽅に求められる

FundRef ISBN etc.・・・

出版社 研究データオープン化

研究者

ファンドの取得

e-Rad, CiNii, … 

⾃⼰申告による
業績管理

研究者情報DB
国際協⼒(CV⼊⼿)

研究者情報⼊⼿
(⼀元化・正規化)

研究者・研究情報発信
(組織による証明)

教育・研究評価

管理コスト軽減 研究者・研究情報登録

組
織
の
枠
を
超
え
た
共
通
の
情
報
流
通
基
盤

国内外の教育・研究機関

機関リポジトリ
⾃機関

京都⼤学：⻘⽊先⽣作成



⾃機関での活動・成果の証明

学位(博⼠論⽂)
OA論⽂
職位、在職期間、
学内ファンド、表彰 etc.

各出版社・学術
レポジトリによ
るORCIDとDOI
等との紐づけ、
登録

ORCIDの取得
(アカデミックキャリアの開始)

• 出⾝者、機関双⽅のプレゼンス強化
• 出⾝者のキャリア追跡
• 出⾝者への継続的なコンタクト

研究教育機関、出版社等の裏付けに
よる、研究活動の電⼦化・可視化

教員・学⽣のキャリア形成から⾒たORCID

⼈材の発掘・登⽤

京都⼤学：⻘⽊先⽣作成



出展：ORCIDの概要と実践コミュニティの拡⼤（宮⼊・CoPURA 2018.2.23）

信⽤を付加

研究者が無償で取得・利⽤

機関が信頼を付加（有償）

のビジネスモデル

ORCIDは研究データの
サービスプロバイダではない
研究情報の流通において情報
の質保証を⽀えるインフラを
コミニュニティで運営する

仕組み



⽇本コンソー
シアムの準備

状況



コンソーシアムの準備状況
• なぜコンソーシアムか

üORCIDはPIDを存続させる国際コミュニティ
ü継続性は運営を効率化する必要性
ü国・地域でコンソーシアムを設⽴、互助を推奨

•海外の動向
ü⽶国、カナダ、英国、豪州、ニュージーランド、

北欧３カ国、ベルギー、オーストリア、デンマーク、
ドイツ、オランダ、ギリシャ、イタリア、ポルトガ
ル、イスラエル、ブラジル、南アフリカ、台湾

• 国内の動向
ü2018年6⽉コンソーシアム設⽴趣意書を発表。
ü2018年8⽉ORCID⽂書翻訳プロジェクトを発⾜。
ü2018年6⽉〜コンソーシアム運営委員会



コンソーシアムを持つ意義と条件
コンソーシアム化 ⾮コンソーシアム化・個別会員

参加費 ・参加費ディスカウント（30以上1機
関＄4000）

・プレミアは10300ドル、標準会員
5150ドル。(⾮営利は20％引き)

API ・全参加機関でプレミアAPI、1機関5
アカウント

・標準会員は限定的なAPI、1機関1
アカウント

レポート ・全参加機関で⽉例分析レポート（個
別カスタマイズ） ・標準会員は⼀般的な年例レポート

データ同期 ・機関所属研究者の公開データのオン
デマンド同期

・機関所属研究者の公開データの年
2回までの同期

事務的負担 ・コンソと機関の契約、会費徴収と⽀
払い取りまとめ ・機関ごとに契約と会費⽀払い



AXIES ORCID⽇本
コンソーシアム

代表

AXIES
会⻑

理事会

ORCID部会

部会主査

理事会がORCID部会の
主査を運営委員⻑に任命

AXIES会⻑が兼任

理事会による意思決定

運営委員⻑

運営委員会

AXIESも1機関として
コンソーシアム加盟

運営委員は部会に参加
（任意）

運営委員は
加盟した機関
から代表者が
選出され、委
員会はコンソ
運営の実務を
おこなう。

ORCID部会を通じて
国内におけるORCIDの
普及と発展を推進し
AXIES参加機関に

コンソ加盟を呼びかける

⾮AXIES参加機関も
コンソーシアム加盟可能

ORCID日本コンソーシアム運営体制

コンソ事務局は
AXIES事務局が担う。

2020年1⽉16⽇作成

部会はORCIDを
利⽤を踏まえた
⼤学・研究機関
の教育・研究等
IR活動に寄与す
る研究開発
の企画や調査
を⾏う。

⼤学ICT推進協議会（⼀社）



ORCID⽇本コンソーシアム設置スケジュール

2019-
12

2020-1 2020-2 2020-3 2020-4

AXIES
（⽇本コン
ソーシア

ム）

ORCID

機関

①
AXIES2019
年次⼤会

（理事会）

契約の承認

②AXIES-
ORCID

コンソーシアム
契約(1/1〜）

ORCID理事
選

（原⼭先⽣）

③ORCID⽇本
コンソーシア

ム
設置宣⾔1/1

④コンソーシアム会員募集
(〜3/15）

ORCID⽇本
コンソーシアム
キックオフイベント

（2〜3⽉）

⑤コンソーシアム
機関の契約

（随時、発効は4⽉）

参加意思決定

広報

ORCIDの
アピール

問い合わせ等

⑥機関数
の確定

2020-5 2020-6

⑦メンバシッ
プバンドの確

定

⑧API利⽤
権の付与

4/1〜

⑨API利
⽤開始

⑩会費⽀
払い

4⽉第3週
末まで

(11）
コンソ⽀払

5⽉15⽇
まで



コンソーシアムの準備状況
• コンソーシアムのメリット

ü会費のディスカウント
ü技術情報・開発情報の共有

•体制および費⽤
üリード機関：⼤学ICT推進協議会AXIES（京都⼤）
ü事務⼿数料（AXIES会員3万、⾮会員6万）
ü年に2回の参加募集

•今後のスケジュール
ü2020年1⽉コンソーシアム発⾜宣⾔
ü2020年3⽉第1期募集締め切り
ü2020年4⽉APIリリース

機関数 参加費($)
5~9 6,000
10~19 5,000
20~34 4,000
35~60 3,500
61~ 3,000



ORCID⽇本コンソーシアムが1⽉から発⾜
します。

コンソーシアム運営委員会から詳細をご案内
申し上げますので、お気軽にお声をおかけく
ださい。

詳しくは、以下のウェブで

http://orcid-jp.net/

おわり


